
    


小学校の教室に響くイングリッシュ


　先生の英語の質問に「Yes!」の元気な返事。これに続いて、英語でコミュニケーションが始まります。

　今年度から全国の公立小学校で始まった英語の授業。週に1回、5・6年生の時間割表に「外国語活動」が加わりました。普段は担任の先生が1人で受け持つ授業を、この日は、5年1
組学級担任の堀宏一朗先生（大原小学校教諭・表紙写真左）と粕谷恭子先生（東京学芸大学准教授・表紙写真右）が進めました。

　「初めて聞く単語があっても、子どもたちは『このことを言っているんだな』って推測しながら英単語やリズムを自然と身に付けることができます。子どもたちの力はすごいですね」と、粕谷先生。

　身近な題材でコミュニケーションを楽しみながら、子どもたちは世界につながる英語を生き生きと使っていました。




子どもたちと英語の素敵な出会い～次ページへ続く






子どもたちと英語の素敵な出会い

　市内の小学校で昨年4月から、本格的に「外国語活動」の授業が始まりました。子どもたちと英語の素敵な出会いのために、先生たちも工夫をしながら授業に取り組んでいます。

問：指導室　電話：0463-35-8120




[image: 6年1組2時間目]

[image: 6年1組2時間目授業風景]

この日、大原小学校では先生の研修のためのモデル授業がありました。この時間は、職業の名前などを使ったやりとりを楽しみました。ほかの先生たちは教室の後ろで熱心に見学し、授業の参考にしていました。




[image: 5年2組3時間目]

[image: 担任の先生もコミュニケーション]

担任の先生もコミュニケーションに加わります。

英語の歌でリズムを楽しみましょう。
何の動物が出てきたか聞き取れたかな？


[image: 英語の歌でリズム]




[image: チラシでhow much]

チラシで How much?

スーパーのちらしの中で、milk（牛乳）はいくら？

身近なものから英語に親しみましょう。


[image: チラシを見る児童たち]





時間割表に加わった外国語活動

　平成23年4月から、文部科学省が学習内容を定めている新学習指導要領が小学校で全面実施されました。これにより、全国の公立小学校の5・6年生の授業に週に1回、「外国語活
動」の時間が加わりました。この時間では、主に英語を使ってやりとりをします。

　英語の基本的なリズムや表現に親しむだけでなく、外国の文化についても理解を深めます。また、積極的にコミュニケーションをしようとする態度を育てることが目標です。




先生も準備をしてきました

　当初、新しく教えることになった英語には、小学校の先生から不安の声が聞こえてきました。「どのように授業を進めたらいいのだろう」「学校ごとに取り組みがばらばらになってしまうのではないか」といったものです。そこで、市教育委員会では平成20年度に、市内の小学校の先生などで構成する「小学校外国語活動に係る連絡協議会」を立ち上げました。話し合いを続ける中で、市内の小学校の外国語活動の基本的な考え方と授業内容の案を示すガイドラインをまとめました。

　また、長年私立の小学校で英語教育に携わってきた粕谷恭子東京学芸大学准教授を外国語活動のスーパーバイザー（指導教官）として迎え、研修を重ねてきました。研修は、粕谷恭子准教授と担任の先生がするモデル授業を見学し、その後、授業の進め方やポイントなどを聞くことで授業の質の向上を目指します。現在も各学校を粕谷准教授が巡り、どのようにすれば英語を学ぶ楽しさを子どもたちに伝えることができるかなど、研修を続けています。大原小学校5年1組の担任の堀宏一朗教諭は「子どもたちの反応を見ながら試行錯誤して、授業をしてきました。このような研修の機会はとても参考になります」と、話します。




コミュニケーションの大切さを学んでほしい

　コミュニケーションは、表面的な言葉のやりとりだけではなく、相手の気持ちを理解したり、自分の思いを伝えたりすることが大切です。子どもたちは、成長の過程でこれから多くの人と関わります。小学校の外国語活動の時間では、英語を学ぶだけでなく、英語を通して人と気持ちを共有する喜びも育てます。





[image: 音楽教室放課後]


先生も頑張ります

　子どもたちが下校した後、他校の先生も集まって研修会が開催されました。この日のモデル授業の反省と、粕谷准教授からのアドバイスに耳を傾けていました。

また、授業をしてきた上での質問も多く出ました。


[image: 粕谷准教授]




[image: 研修会]





平塚ではこのような姿勢や力を育みたい

人やもの・ことに対して興味・関心を持ち、人と関わろうとする姿勢・力

相手の話を聞いて、想像・推測しながら受け止め、理解しようとする姿勢・力

知っている言葉や態度で、反応したり、自分の思いを伝えたりしようとする姿勢・力

日本や外国の言語や文化について理解を深め、それを大切に扱い、尊重しようとする姿勢・力







保護者から聞かれる

不安や疑問にお答えします。



[image: 親イラスト]

先生には、子どもたちと英語の良い出会いとなるための“仲人”になってもらいたいですね。



[image: 粕谷恭子]


平塚市の小学校

外国語活動推進事業スーパーバイザーの

粕谷恭子

東京学芸大学准教授




[image: ]中学校の授業と何が違うの？

[image: ]単語や文法を覚えるよりも、英語で大切なリズムを体で覚えたり、知らない単語が出てきたときに推測できる力を身に付けたりするのが目標です。

　英語に限らず、分からないことや知らないことに出くわしたときに、「教えてもらっていないからできない」ではなく、分からないことに「チャレンジして立ち向かっていこう」という姿勢も身に付けさせたいです。そのために、外国語活動の時間では何が話されているか自分で考え、間違えるのは怖いことではなく、チャレンジしていくことが大切と伝えます。



[image: ]担任の先生の英語で大丈夫？

[image: ]授業は、担任の先生が行うのが基本です。授業の進め方については、研修の機会を設けてきました。担任の先生が授業をする利点として他の教科と関連付けて行えるということがあります。例えば、「好きな歴史上の人物は？」ということを題材に英語のやりとりができます。クラスの子どもたちのことをよく知る先生だからこそ、
上手に話題を選ぶことができます。

　また、授業の全てを英語で行う訳ではありません。正しい発音はCDを活用したり、外国人の先生が参加する機会で学んだりできます。



[image: ]教える内容は学校や先生で違うの？

[image: ]平塚市では、教育委員会が小学校の外国語活動のガイドラインと活動プランを作成し、先生に参考にしてもらっています。これにより、学校や先生ごとに指導方針が大きく変わらないようにし、先生が安心して授業をすることができるようにしています。

　活動プランは、具体的な授業の案を示したもので、これを基に先生は普段からよく知るクラスの子どもたちに合わせた授業をします。

　さらに、教育委員会では市内の小学校を巡回し、この活動プランの内容について研修をしています。研修の中で、先生自身が活動の内容を体験することで、外国語活動についてより理解を深め、自信を持って授業を進めることができます。


[image: ガイドラインと活動プラン]






[image: もうすぐ新学年　お子さんの準備はお済みですか]





　4月からの新しい学校生活。お子さんが元気に楽しく学校に通えるように、保護者の方は、手続きが済んでいるか確認をお願いします。




4月からの新1年生

小学校（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）

中学校（平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれ）




◆入学通知書は届いていますか

　4月から新しく小学生や中学生になるお子さんがいる家庭へ、1月下旬に入学通知書を郵送しました。入学通知書が届いていなかったり、記載されている内容に誤りがあったりした場合は、学務課にご連絡ください。




◆届け出は済んでいますか

　次に該当する方は豊原分庁舎1号館1階の学務課で手続きが必要です。

・県立中等教育学校、国立・私立の学校に入学する方（入学する学校の入学承諾書をお持ちください）。

・外国籍で市内の小・中学校に入学を希望する方




◆学区外の学校へ入学を希望する方

　次の事情に該当する方は、学区外の小・中学校に入学することができます。必要な書類を持って、学務課までお越しください。

①保護者が仕事の都合などで家庭に不在で自宅以外の場所に下校させるので、預かり先に近い学校に入学させたい。

②家屋を建築中などのため、転入予定地の学校へあらかじめ入学させたい。

必要書類

①預かり承諾書と就労証明書

②建築確認書の写しなど




◆学用品費や給食費などの援助をします

　次に該当するお子さんがいる家庭で、義務教育費の支払いに経済的な理由でお困りの場合は、学務課にお申し出ください。

収入の目安　市民税非課税世帯など収入が基準以下や児童扶養手当を受給している世帯

対象となるお子さん　平塚市立の小・中学校に在学しているか、市内在住で県立中等教育学校の前期課程に在学している

援助内容　学用品費や通学用品費、給食費、遠足・修学旅行参加費など

申請先　通学する学校に申し出ください。4月から新小学校1年生になる方は、入学後すぐに学校に申し出ください。現在援助を受けている方で、4月以降も引き続き援助を希望する方も新たに申請が必要です。

問：学務課　電話：0463-35-8118



[image: 子どもたちイラスト]





平塚駅西口にエレベーターを設置します

[image: ]

平塚駅の西改札口前からは、時間や季節によってさまざまな姿の高麗（こま）山が見えます。



　市では平塚駅周辺をはじめ、誰もが暮らしやすいまちづくりを進めています。北口駅前広場のバリアフリー化が完成し、現在、西口の改良工事を進めています。

問：まちづくり事業課　電話：0463-21-8783


平塚駅西口バリアフリー化の概要

　駅改札内のホームの上下線と西口こ線橋の南北にそれぞれエレベーターを設置します。北側のエレベーターは、今後建設される立体駐輪場と一体的に整備します。完成は、平成24年度中を目指しています。


[image: 駅構内図]




[image: 駅北側・南側設置イメージ]




まちづくりについて聞いてみませんか


親子で平塚のことをもっと知ろう
まちづくり探偵団
見学場所　桜ケ丘ポンプ場　桜ケ丘公園


　今回は、生活機能を守る公共施設の見学や、もしものときに役立つ防災器具の体験もします。施設の中に隠されたヒミツを解き明かすことができるかな。

　3月28日（水）午後1時～5 時（集合は午後0時30分）。教育会館で集合・解散。市内在住の小学校3～6年生とその保護者。50 人（抽選）。

　見学場所まで、マイクロバスで移動します。必ず保護者が同伴してください。

募：はがき・ファクス・メールで、住所・氏名・学年・電話番号を3月2日（金）までに、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：23-9467　メール：machi-s@へ。



景観まちづくり講演会
なぎさプロムナードを考えよう


　景観から平塚のまちづくりを一緒に考えませんか。川原晋首都大学東京都市環境学部准教授が講師です。

　3月3日（土）午後2時～4時。市民活動センター。市内在住・在勤・在学の方90人（先着順）。

募：電話・ファクス・メールで、住所・氏名・年齢・電話番号を、まちづくり政策課　電話：0463-21-8781　FAX：23-9467　メール：machi-s@へ。





[image: 公民館まつり]


　2月中旬～3月中旬、市内それぞれの公民館で開催します。公民館を利用している地域の方々が、日頃の活動成果を発表します。模擬店なども出店しますので、ぜひお出掛けください。
開催時間やイベント内容などは、各地区の公民館が発行する「公民館だより」をご覧ください。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111



[image: 公民館まつり日程表]




[image: ]



[image: 春の花き展]

春の花の香りを会場で楽しみませんか



　平塚で栽培しているバラ・洋ランなどの即売と展示をします。約100種類の花が、会場を鮮やかに彩ります。会場では、生産者が花の育て方などの相談にお答えします。

　3月1日（木）～6日（火）、午前10時～午後6時30分（6日は午後3時まで）。市民プラザ。

　4日（日）までの毎日、1,000円以上お買い上げの先着10人に、花のプレゼントをします。

◆美味花（うまか）市も同時開催します

　4日（日）午前10時から、平塚・大磯の若手生産者による野菜や花きの即売会「美味花市」も開催します（売り切れ次第終了）。





主な展示・販売品目

切り花　バラ・ガーベラ・フリージア・ナデシコなど。

鉢花　パンジー・ビオラ・シクラメン・サイネリアなど。

洋ラン　カトレア・クンシランなど。

問：農水産課　電話：0463-35-8102





[image: まちの話題写真リポート]



女流棋聖戦

　囲碁のまち平塚の新春を彩るドコモ杯女流棋聖戦が1月26日、榎木町の「ホテルサンライフガーデン」で行われました。

　謝依旻（シエイイミン）女流棋聖（次写真右）に、青木喜久代八段が挑戦する三番勝負で、第1局となるこの日は、青木八段が先手の黒番となりました。別会場では、平塚で道場を構えた木谷實九段の門下生でもある、小林覚九段が大盤解説。

　詰めかけた約150人の囲碁ファンに、軽妙な語り口で勝負所を解説していました。

　対局の結果は、謝女流棋聖が白番中押し勝ちをおさめて先勝。その後、青木八段が第2局で勝ちタイに。

　最終局が注目されます。


[image: 女流棋聖戦]



豚肉をありがとう

　港小学校の給食に、片岡で生産された豚肉を使った「すき焼き風煮」が出されました。子どもたちは、口に入れると思わずニッコリ。

　この豚肉は、養豚農家の小巻栄治さん（次写真右奥）らが所属するやまゆりポーク生産者協議会からいただきました。小巻さんのほか、市内で養豚業に関わる方や落合克宏市長らが子どもたちの輪に入り、一緒に給食を食べました。養豚に関するクイズも出て、楽しい給食になりました。


[image: 港小学校の給食]



食で平塚を元気に

　全国ご当地どんぶり選手権で、肉の石川（西真土）の「やまゆり牛ステーキ丼」が3位に入賞。同社の石川嘉男社長（次写真左）らが落合克宏市長に受賞を報告しました。

　試食した落合市長は「肉が柔らかくておいしい」「平塚は昨年ミシュランガイドに2店舗が掲載されたばかり。皆さんで、これからも食を通して平塚を盛り上げていってください」とエールを送りました。


[image: 受賞報告]



異なる文化を体験

　外国籍市民と交流し、親睦を深める「みんなで楽しもうかい」が、青少年会館で開かれました。今回で18回目。

　例年は12月に開催されていますが、東日本大震災の影響などで1カ月開催が遅れました。それでも、25カ国・地域の外国籍市民と市民約200人が参加。ピアノの生演奏が流れる中、15カ国のおやつを紹介したり、民族衣装のファッションショーやバグパイプの演奏を楽しんだりしていました。


[image: みんなで楽しもうかい]



自然探偵の歩いた道

　博物館で、「自然探偵」こと浜口哲一元館長の足跡をたどる資料が展示されています。28日まで。

　開館35年となった平塚市博物館。浜口さんは建設準備室時代から、生物分野の学芸員として、市民に親しまれる「地域博物館」づくりに努めてきました。

　今回の展示では、観察会の様子を写した写真や、浜口さんの描いた絵、フィールドノート、観察会で使った紙芝居、図録などを紹介しています。


[image: 浜口哲一元館長の足跡をたどる資料]



津波への関心高まる

　津波浸水モデルシミュレーションの結果を説明する防災講演会が1月22日、中央公民館で開かれました。大勢の市民が詰めかけ、会場に入りきれない方々はロビーのモニターテレビで視聴。ロビーにも入れない約300人にはお帰りいただくなど、ご迷惑をおかけしました。

　講演会の概要は3月11日に、湘南ケーブルネットワークの特別番組で紹介される予定です。また、津波浸水モデルシミュレーションＤＶＤは、自主防災活動などで活用していただくた
め、制作の経緯などを説明しながら、順次、自治会や学校に配布していきます。そのほか、シミュレーション映像は市ウェブで公開し、ＤＶＤは図書館で貸し出しています。


[image: ロビーのモニターテレビで視聴する人々]




[image: 防災講演会]





[image: 知っとこ！防災]

No.5　携帯電話に緊急情報を配信


3社にサービスを拡大



　市は昨年8月から、NTTドコモの緊急速報「エリアメール」を運用しています。

　このほど、ソフトバンクモバイルとKDDI （au）が同様のサービスを導入したため、NTTドコモとあわせ3社から緊急情報を提供することとしました。

　市内の受信可能な携帯電話に、市からの緊急災害情報を一斉配信します。受信のための登録は不要です。提供する情報は、避難勧告・避難指示・警戒区域情報・津波警報・大津波警報・
河川洪水警報・土砂災害警戒情報・東海地震予知情報などです。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734






市長こらむ

いちご農園を訪問



　平塚市は、いちご生産者が約30軒ある県内有数の産地です。いちごは市場へ出荷するほか、「あさつゆ広場」などで販売しています。また、いちご狩りや宅配による販売を展開する生産者もいます。

　1月30日、小鍋島のすぎやまいちご園に、4人の生産者に集まっていただきました。「今年は寒くて燃料代がかさんで経営は厳しい」「東日本大震災の影響で、使っていた培土が手に入らなくなって困っている」「おいしいいちごを食べてもらいたいから、頑張っている」などの話を伺いました。

　いちご狩りは1月下旬から、にぎやかになり始めたとのこと。「土日にお客さんがたくさん食べてくれるから、週の初めは品物がないんだよ」と苦笑いしていました。

　いちご狩りの楽しさは品種の食べ比べ。すぎやまいちご園では、紅ほっぺ、さちのか、あすかルビーが味わえます。試験的に栽培している「桃薫（とうくん）」という桃の香りがする品種も試食させていただきました。また、立ったままもげる「高設栽培」は、農作業が楽になり、お客さんからも「おなかが圧迫されないので、たくさん食べられる」と好評だそうです。

　おいしい食べ方は「へたを取って、へたのほうから口に入れて、一粒丸ごと食べること。大きなものばかりでなく、ほどよい大きさで、へたのところまで赤くなっている完熟したものを選んだほうがいいね。店で買うものとは、甘さが違うよ」とのこと。

　食の安全・安心も、生産者との対話から始まります。まずは平塚のいちごをご賞味ください。



[image: 小鍋島のすぎやまいちご園]


平塚市長
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応募方法


■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、

　2月20日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合

　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]




募集


教育委員会の嘱託員


　応募方法などの詳細は、教育総務課などで配る募集案内でご確認ください。

　①教育相談員②訪問相談員。試験は3月上旬。採用は4月1日。①は月額18万3100円②は月額14万6800円。

募:豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市のウェブなどにある受験申込書を2月24日（金）までの平日に本人が直接、同課へ。






臨時保育士


　保健センターで、幼児を対象に開く教室の保育業務をする臨時保育士を募集します。

　保育士の資格があり、都道府県に登録済みの方（若干名）。雇用期間は4月1日～9月30日（原則6カ月以内・月2～6日）。勤務日時は原則、火・木曜日、午前9時～午後1時。時給930円（交通費は別途支給）。

募：郵送または直接、履歴書（市販のもの）と登録証の写しを2月29日（水）までに〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。






サン・サンスタッフ（学校司書）


　小・中学校の図書館で、司書教諭のサポートをします。


　司書、司書補または司書教諭の資格がある方。3月12日（月）～14日（水）に面接。3年間の登録制で、必要に応じて採用。1日5時間、月12日で年間108日まで。日給4650円（交通費は別途支給）。


募：履歴書（市販のもの）を3月5日（月）～9日（金）に本人が直接、豊原分庁舎1号館1階の教職員課　電話：0463-35-8116へ。






市トップページのバナー広告


　昨年12月、市のウェブをリニューアルしました。1カ月当たり約40万件のアクセスがあります。広告の掲載場所は、トップページ下段です。掲載枠の位置は指定できません。

　14枠。月額1枠当たり3万円。1カ月単位で掲載可。縦60ピクセル×横120ピクセル。5キロバイト以内。バナー画像は広告主が作成し、経費などは自己負担です。

募：市のウェブから電子申請するか、同ウェブからダウンロードできる申込書を郵送または直接、本庁舎3階の広報・情報政策課　電話：0463-21-8761へ。






里山体験ワークショップ


　吉沢地区の活性化を目指す「湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会」が、東京農業大学と協働で里山の再生・保全活動などのワークショップを開きます。


　3月10日（土）午後1時～5時50分。小雨決行。吉沢公民館（上吉沢395）。小学生以下は保護者同伴。樹名板作り・落ち葉堆肥作り・散策路の整備など。希望者にはカブトムシの幼虫を配布（容器は持参）。帽子・保険証。作業に適した服装と靴で。300円。


募：電話・ファクスで、3月7日（水）までに湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（平日、午後1時～5時）　FAX：58-4326へ。







講演会「親子でもっと遊ぼう！子どもがよろこぶ遊び」


　子どもと良いコミュニケーションを取るために、遊びを通して子どもとの関わりについて学んでみませんか。臨床心理士が親子遊びのヒントを教えます。


　3月17日（土）午前10時～正午。保健センター。子育て中の方や地域で子育て支援活動をしている方など100人（先着順）。未就学児の保育があります。


募：はがき・ファクス・メールで、必要事項と保育希望の有無（お子さんの氏名とふりがな、年齢）を2月17日（金）からこども家庭課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：kodomokatei@へ。






渋田川桜まつりフリーマーケットの出店者


　4月8日（日）午前10時～午後3時。渋田川桜まつり会場の鷹匠（たかじよう）橋付近（真土小学校西側）。21店舗（抽選・食品不可）。参加費1000円。


募：往復はがきで、必要事項・出店内容を3月10日（土）までに〒254-0018豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会の岸　電話：0463-58-2181へ。


[image: 動画を見る]







女性のための無料法律相談会


　親権・養育費・慰謝料・財産分与など、夫婦関係に関する相談を弁護士が受け付けます。

　3月26日（月）・28日（水）①午前9時30分②午前10時20分③午前11時10分④午後0時50分⑤午後1時40分⑥午後2時30分⑦午後3時20分から、各40分。教育会館。市内在住・在勤・在学の女性14人（抽選・1日7人）。未就学児の保育があります。


募：はがき・電話・ファクスで、必要事項・相談日・相談時間の番号（第2希望まで）・保育希望の有無（お子さんの氏名とふりがな、年齢）を3月12日（月）までに東附属庁舎2階の人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736へ。







春休みちびっ子囲碁入門教室


　囲碁の基本を覚えて、楽しく打てるようになりましょう。

　3月27日（火）～31日（土）、午前9時30分～11時30分、全5回。市民センター。市内または大磯町、二宮町に在住の小・中学生で、全日程のうち3日以上参加できる方40人（先着順）。4日以上参加した方には25級の認定証を授与します。


募：はがきで、必要事項・年齢・学校名を〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。







東海大学市民講座


　詳しくは、東海大学外国語教育センター　電話：0463-58-1211内線4551にお問い合わせください。

　4月14日～7月14日の土曜日、全12回。いずれも90分授業。英語①会話1（初心者）午後1時25分②会話2（受講経験者）午前11時5分。韓国語①初級（初心者）午前11時5分②中級　午前9時20分③上級1　午前9時20分④上級2　午前11時5分。フランス語①初級　午後1時25分②中級　午前11時5分。中国語①初級　午前9時20分②中級　午前11時5分③上級　午後1時25分。ドイツ語初級　午前9時20分。スペイン語①初級　午前9時20分②中級　午前11時5分。東海大学湘南校舎1号館。各30人（先着順）。1万1000円。


募：電話・ファクス・メールで、講座名・必要事項を3月1日（木）～23日（金）に東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133（平日、午前10時～午後4時）　FAX：03-5793-7132　メール：tuext@ext.tokai.ac.jpへ。3月1日（木）は、電話のみの受け付けです。







世界の青年と交流しませんか


　①国際青年育成交流事業（アジア・ヨーロッパ・中南米地域などのうち1カ国、9月）②日本・中国青年親善交流事業、日本・韓国青年親善交流事業（9月）③世界青年の船（平成25年1月～3月）④東南アジア青年の船（10月～12月）⑤青年社会活動コアリーダー育成プログラム（10月）。

　4月1日現在、①～④は18歳～30歳、⑤は23歳～40歳の方。①③④は、交流活動ができる英語力がある方。⑤は高齢者・障がい者・青少年関連活動などの経験が3年以上あり、非営利団体の運営に携わっているか、携わる意欲のある方。

募：郵送で、浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029にある応募用紙を3月18日（日）までに〒220-0044横浜市西区紅葉ケ丘9-1県立青少年センター指導者育成課　電話：045-263-4466へ。応募用紙は、内閣府のウェブ（http://www8.cao.go.jp/youth/kouryu/bosyu.html）からもダウンロードできます。







地域の行事で役立つイベント用品を貸し出します


　自治会や子ども会などが開催するイベントで活用しませんか。4～9月の利用申し込みを受け付けます。貸出期間は5日以内で、予約が重なった場合は抽選です。

　貸出品は、ポップコーン機、綿菓子機、かき氷機、焼きそば台、発電機、紅白幕、ワイヤレスマイク・アンプ、テントなど。

募:2月27日（月）までに協働推進課　電話：0463-21-9618へ。予約期間終了後は、予約がなければ先着順で受け付けます。


















[image: 家庭教育講演会]



　教育評論家として活躍している「尾木ママ」こと、尾木直樹さん。メディアなどにも多数登場しています。講演では、親としてのあり方や、子育ての心構えなど、家庭での教育について話します。尾木さんの講演を子育ての参考にしてみませんか。

　3月19日（月）午後6時30分開演。中央公民館大ホール。市内在住の方650人（抽選）。

募：往復はがきで、必要事項を2月29日（水）までに〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。往復はがきは一人1通まで。はがき1枚につき一人のみ応募できます。


[image: 尾木直樹さん]

2011 Isamu Kurosa ／ bestsellers




2月納期の市税・手数料


①国民健康保険税（第9期）

②後期高齢者医療保険料（第8期）

③介護保険料（第9期）

④清掃し尿従量手数料（第11期）



納期最終日　2月29日（水）




◆問い合わせ先


①②保険年金課　電話：0463-21-8775

③介護保険課　電話：0463-21-8790

④環境業務課　電話：0463-21-8796





[image: 平塚競輪の開催日程]



　収益は震災復興支援などに役立てています。


2月18日（土）～20日（月）


第12回平塚市営（前節）ＦⅡ午前10時開門。


問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935





[image: ウィンディ君]




[image: 湘南ベルマーレの試合日程]



　J2がいよいよ開幕します。皆さんの声援で、再びJ1のステージへ導きましょう。

前売り券　自由席大人2,500円、 小中学生・高校生・シニア800円など。チケットはコンビニなどで販売します。





開幕戦
3月4日（日） 17：30 湘南−京都 平塚 

　
3月11日（日） 15：00 草津−湘南 正田スタ



[image: 蹴激]




[image: 元気発見！！！J1昇格へのスタートライン]


　2012年のシーズンを迎える湘南ベルマーレ。昨シーズントップチームのコーチを務めていた曺貴裁（チヨウキジエ）監督（次写真左）が新たに指揮を執ります。


　「1試合1試合に全精力を注ぎ、勝ち点3にこだわっていきたい」と就任1年目の抱負を語る曺監督。今シーズンも激戦が予想される中、チームスローガンに「蹴激（しゆうげき）」を掲げ、選手たちも熱い気持ちを前面に出します。ヴィッセル神戸から移籍加入した平塚出身の馬場賢治選手（次写真右）は「ベルマーレの歴史に名前を刻めるような選手になりたい」と地元で活躍することへの意気込みを語ってくれました。


　J2は今シーズンから2チーム増え、全22チームとなり、42試合を戦います。1～2位がJ1へ自動昇格し、3～6位のうちプレーオフを勝ち抜いた1チームが昇格します。

　昨シーズンはＪ2で14位に終わったベルマーレ。曺監督のもとＪ1昇格を目指します。





[image: 曺貴裁（チヨウキジエ）監督]




お知らせ


市民病院の歯科診療は2月末まで


　市民病院の歯科の廃止に伴い、診療が2月29日（水）で終了します。

問：医事課　電話：0463-32-0015




パークゴルフ場が新料金で利用しやすくなります


　4月1日から、湘南ひらつかパークゴルフ場（上吉沢1579-1）が新料金になります。パークゴルフは、子どもから高齢者まで世代を超えて楽しめるスポーツです。パークゴルフを通して、健康づくり・仲間づくりをしませんか。


 4月1日以降の新料金


　1回券（18ホールで一人1回）は大人400円・中学生以下200円。65歳以上の方は200円。8人以上は大人200円・中学生以下100円。1日券は大人500円・中学生以下250円。


問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




広報ビデオ「湘南ひらつかパークゴルフ場」が完成


　初心者が見て学べる入門編です。基礎から学んで、パークゴルフデビューしませんか。


　2月18日（土）午後1時45分ほか、ケーブルテレビで放映します。ＤＶＤは3月上旬から、図書館で貸し出します。


問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761





総合公園のトイレなどが利用できません


　2月27日（月）、総合公園内の電気点検作業をします。電気・水道が止まるため、公衆トイレを含む公園内の全施設が終日、利用できません。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233






ひらつかアリーナ3月の開放日


　3月6日（火）午前9時～ 午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボール・バウンドテニスなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011






森林整備計画書案の縦覧


　3月6日（火）までの平日。豊原分庁舎2号館2階の農水産課。

問：農水産課　電話：0463-35-8102






企業合同面接会


　仕事を探している方の就職を応援します。企業の人事担当者と面接ができます。キャリアカウンセラーによる就職相談コーナーも同時開催します。

　3月14日（水）午後1時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。参加企業は10 社程度。履歴書（複数枚）。詳しくは、市のウェブでご確認ください。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758






生ごみの減量にご利用ください


　家庭から出る生ごみの減量化・資源化を推進するため、家庭用電動生ごみ処理機の購入補助やコンポスターの販売をしています。

①電動生ごみ処理機購入費補助制度

　補助台数は1世帯につき1台まで。補助金額は本体購入価格の2分の1（限度額は3万円）。市内の販売登録店で購入してください。

②コンポスターの販売

　価格は1000円～1300円。

問：①は資源循環課　電話：0463-21-9763②はリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301







[image: インターネットで公売に参加しませんか]



　市税確保の一環として、滞納者に対して差し押さえをしている陶器など9点を公売します。期間内であれば24時間インターネットで公売に参加できます。

　参加申込期限は2月24日（金）午後11時まで。入札期間は3月2日（金）午後1時～4 日（日）午後11時。詳しくは、市のウェブでご確認ください。


問：市税総務課　電話：0463-21-8769


[image: シェル皿]

▲シェル皿


[image: 萩焼鉢]

▲萩焼鉢




[image: プロ野球オープン戦]


球場で新監督の中畑清さんから元気をもらおう！




　地元球団・横浜ＤeＮＡ（デイーエヌエー）ベイスターズと昨シーズンの覇者・福岡ソフトバンクホークスが戦います。チケットは、総合公園管理事務所などで販売しています。

　3月13日（火）午後1時試合開始。平塚球場。チケットは全て自由席。ネット裏　大人2,500円、小・中学生1,500円。内野席　大人2,000円、小・中学生1,000円。外野席　大人1,000円、小・中学生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233






健康と福祉


介護予防事業の委託先を募集


　委託する事業は、高齢者を介護するご家族などを対象にした「家族介護教室」です。応募事業所には後日、応募計画書を作成し提出していただきます。詳しくは、市のウェブなどでご確認ください。

募：事業所名・所在地・代表者名・連絡先と事業名を記入した用紙を2月24日（金）までに直接、南附属庁舎2階の高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。






介護保険臨時認定調査員を募集


　自転車で被保険者宅などを訪問し、介護認定調査をします。

　介護支援専門員の資格があり、介護支援専門員登録証明書の交付を受けている方15人程度（選考）。3月22日（木）午後に、東附属庁舎2階Ａ会議室で面接。採用は4月上旬。雇用期間は6カ月以内（ただし勤務成績が良好で、かつ必要な場合に限り1カ月以上の中断期間を置いた後、平成25年3月31日まで更新可能）。勤務日時は週1～3日、午前9時～午後5時。時給1600円（交通費は別途支給）。賃金は変更することがあります。

募：南附属庁舎1階の介護保険課　電話：0463-21-8790で配る申込書と、介護支援専門員登録証明書の写しを、3月1日（木）～9日（金）の平日に本人が直接、同課へ。







食生活改善推進員になって活動しま